





























 本症例研究では、脊髄小脳変性症の一つである脊髄小脳失調症 2 型（SCA2）症例の小脳性運動失
調を陽性症候の視点から検討する。小脳性運動失調でみられる企図振戦は動きの補正情報を前運動皮
質に送る経路である小脳歯状核から歯状核視床路の上小脳脚の障害で生じる。企図振戦を注意深く観
察すると運動開始前の準備段階から振戦が始まっており、運動皮質の興奮性が運動動開始前から高
まっていることを示唆する（柴崎、2013）。このことから、企図振戦は運動皮質の過剰興奮により生
じた陽性症状とする病態解釈も可能であろう。 
 本症例研究では、この様な病態解釈から陽性症候に着眼したリハビリテーションの試みを紹介する
とともに、脳容積計測（voxel based morphometry：VBM）から、症例の陽性症候の生成機序につい
ても併せて検討したい。 
